
 
 

 

市民公開シンポジウム 

「生活の質を高める医療」 

―世界に誇る日本の手術― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
問い合わせ先： 

〒105-6108  東京都港区浜松町２丁目４番１号 世界貿易センタービル8F 

一般社団法人日本外科学会内  

一般社団法人外科系学会社会保険委員会連合 

TEL:03-3459-1455 FAX:03-3459-1456  

E-mail:office@gaihoren.jp URL:http://www.gaihoren.jp 

主催：一般社団法人 

 外科系学会社会保険委員会連合（外保連）

後援：日本外科学会、日本眼科学会、日本眼科医会、 

日本耳鼻咽喉科学会、日本整形外科学会 

 
日 時：平成２４年３月１０日（土）1３:３0～１５:３0（開場13：００）

会 場：よみうりホール 読売会館７階 

（東京都千代田区有楽町１-１-１） 

参加費：無料。事前受付はございません。 

多くの方のご参加をお待ちしております。 



 
 

 
市民公開シンポジウム 
「生活の質を高める医療」 
―世界に誇る日本の手術― 

 
日 時：平成 24年 3月 10日（土）13：30～15：30（開場 13：30） 
会 場：よみうりホール 読売会館 7階 （東京都千代田区有楽町 1-1-1）  

 
【シンポジウムの経緯】 
外保連は、日本の医療技術のレベルが高いことを国民の皆様に周知すべく、データ（エビデンス）

に基づいて、いかに日本の医療技術が諸外国と比較して優れているかについて広報活動を行ってき

ました。その一環として、一昨年は、「日本の医療技術を世界と比較する」、昨年は「女性の病気と

付き合うには」と題して、市民公開シンポジウムを開催しました。 
 
今回、各領域の生活の質を高める医療技術についてわかりやすく解説することによって日本の医

療技術を正しく理解していただき、市民の皆様と情報を共有したいと本シンポジウムを企画いたし

ました。 
 
【プログラム】 
  主催者挨拶 山口 俊晴（がん研究会有明病院消化器外科部長 外保連会長） 
第 1部 講演 （13：35～14：35） 
 １）特別講演 
 司会： 清水 公也 (北里大学眼科教授) 
 うつみ宮土理さん（女優） 
  「白内障手術でケロンパ若返り」 
 
 ２）シンポジウム：「生活の質を高める医療」 
 司会：松下 隆（帝京大学整形外科教授 外保連広報委員会委員長） 
   ：山口 博弥（読売新聞東京本社編集局医療情報部次長） 
 ＊白内障手術 「”見え方”を選ぶ白内障手術」 
      清水 公也（北里大学医学部眼科教授） 
 ＊網膜硝子体手術 「網膜剥離の最新手術―失明危機の克服に向けて―」」 
 竹内 忍（前・東邦大学医学部眼科教授）  
 ＊人工内耳 「人工内耳で豊かな聴こえを」 
 宇佐美 真一（信州大学医学部耳鼻咽喉科教授） 
 ＊人工膝関節 「痛みなく歩ける喜び―さらにスポーツも―」 

高井 信朗 (日本医科大学整形外科教授) 
 
第 2部 総合討論 （14：35～15：30） 
 司会：松下 隆（帝京大学整形外科教授 外保連広報委員会委員長） 
   ：山口 博弥（読売新聞東京本社編集局医療情報部次長）  
 討論者：うつみ宮土理、清水 公也、竹内 忍、宇佐美 真一、高井 信朗 

（敬称略）   
 



 
 

会場案内 

 
会場：よみうりホール 読売会館７階 （東京都千代田区有楽町１-１-１） 

交通のご案内: 

JR 有楽町駅 国際フォーラム口よりすぐ 

有楽町線・有楽町駅D4／D6出口 

日比谷線・日比谷駅A2出口より徒歩3分 

千代田線・日比谷駅 A2出口より徒歩3分 

丸の内線・銀座駅C9出口より徒歩5分 

銀座線・銀座駅C9出口より徒歩5分 

三田線・日比谷駅D4／D6出口 

 

＜地 図＞ 


